
１
日
目

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
訪

問
、
震
災
遺
構
浪
江
町
立
請
戸
小
学
校
視

察
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
職
員
の
講
話

　
原
子
力
災
害
伝
承
館
で
は
、
原
発
事
故

の
対
応
や
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地
域

の
現
状
を
聞
き
ま
し
た
。

　
震
災
遺
構
浪
江
町
立
請
戸
小
学
校
で

は
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
に
加
え
、
原
発
事

故
で
故
郷
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
人
々
の
気

持
ち
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

２
日
目

南
三
陸
震
災
復
興
祈
念
公
園
・
写
真
館
視

察
、
気
仙
沼
市
東
日
本
大
震
災
遺
構
・
伝

承
館
訪
問
、
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来
館
訪

問
、
宝
来
館
女
将
の
講
話

　
南
三
陸
震
災
復
興
祈
念
公
園
で
は
、
職

員
が
津
波
襲
来
直
前
ま
で
避
難
を
呼
び
か

け
続
け
た
防
災
対
策
庁
舎
跡
地
を
訪
れ
、

追
悼
の
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

気
仙
沼
市
の
伝
承
館
で
は
建
物
の
３

階
に
ま
で
車
が
流
さ
れ
た
様
子
を
見
学

し
、
津
波
の
威
力
の
凄
ま
じ
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　
未
来
館
で
は
、震
災
当
時
、中
高
生
だ
っ

た
語
り
部
の
人
に
当
時
の
避
難
体
験
を
伺

い
、
災
害
時
避
難
の
あ
り
方
を
考
え
る
契

機
と
な
り
ま
し
た
。

　
宝
来
館
で
は
女
将
か
ら
、
津
波
に
流
さ

れ
た
体
験
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
裏
山
に

避
難
道
を
整
備
し
た
経
験
か
ら
災
害
へ
の

備
え
を
続
け
る
決
意
を
聞
き
ま
し
た
。

３
日
目

釜
石
東
中
学
校
生
徒
間
交
流
、
大
船
渡
市

吉
浜
地
区
視
察
、
大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

職
員
の
講
話

　
釜
石
東
中
学
校
と
の
交
流
で
は
先
進
的

な
防
災
学
習
を
学
び
、
中
学
生
が
で
き
る

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
現
地
の
中
学
生
と

と
も
に
考
え
ま
し
た
。

つ
な
ぐ
〜
目
・
耳
・
心
で
共
創
し
、
未
来
に
向
け
て
考
動
し
よ
う
〜

　
市
内
５
中
学
校
の
代
表
10
人
が
、
中
学
生
被
災
地
派
遣
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
７
月
29
日
㈪
か
ら
８
月
１
日
㈭
ま
で
、岩
手
県
、宮
城
県
、福
島
県
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
心
の
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
内
で
、

研
修
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
11
月
2
日
㈯
　
午
前
10
時

45
分
〜

●
会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
　
大
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
支
援
課☎（

５
８
０
）１
９
０
９

▲気仙沼市　東日本大震災遺構・伝承館（２日目）

▲震災遺構　浪江町立請戸小学校（１日目）▲いのちをつなぐ未来館（２日目）

今
ま
で
と
大
き
く
考
え
方
が
変
わ
っ

た
。
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
積

極
的
に
し
て
い
き
た
い
。

（
大
野
中
学
校

林

晃
平
）

学
ん
だ
こ
と
を
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
と
一
緒
に
、
大
野
城
市
の
人
々
に
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
。

（
大
野
中
学
校

横
石
琉
衣
）

個
々
の
防
災
意
識
を
高
め
、
災
害
に

お
け
る
冷
静
な
判
断
と
行
動
が
共
助
に

繋
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

（
大
野
東
中
学
校

後
藤
隆
之
介
）

生
き
て
い
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ

や
、
震
災
の
こ
と
を
伝
え
続
け
る
必
要

性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
大
野
東
中
学
校

竹
之
内

凛
）

ま
だ
中
学
生
と
い
う
立
場
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
と
て
も
有
意
義
な
研
修
に

参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

（
平
野
中
学
校

中
原
倫
土
）

地
震
の
お
そ
ろ
し
さ
や
災
害
が
他
人

事
で
は
な
い
こ
と
を
実
感
し
、
強
い
防

災
意
識
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

（
平
野
中
学
校

水
谷
晴
一
）

被
災
地
を
訪
問
し
て
、
災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
改
め
て
感
じ
た
の
で
、
こ
れ
を

多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

（
御
陵
中
学
校

三
木
奏
依
）

被
災
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
建
物

を
見
る
と
、
目
の
前
の
光
景
が
現
実
と

は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
御
陵
中
学
校

吉
村
晄
真
）

被
災
地
の
様
子
を
自
分
の
目
で
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
有
意
義

な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

（
大
利
中
学
校

江
頭

慶
）

見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
た
こ
と
を
大

野
城
市
へ
と
伝
え
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
大
利
中
学
校

大
宅
瑚
々
奈
）

中
学
生
被
災
地
派
遣
研
修
報
告
会

研
修
生
の
感
想

13
年
が
経
過
し
た

「
東
日
本
大
震
災
の
今
」

中
学
生
被
災
地
派
遣
事
業

　
吉
浜
地
区
で
は
本
市
５
中
学
校
の
名
前

が
刻
ま
れ
た
石
碑
を
見
学
し
、
長
年
に
わ

た
る
吉
浜
地
区
と
大
野
城
市
の
深
い
絆
を

感
じ
ま
し
た
。

　
大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
職
員
の
講
話
で

は
、
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
た
生
き
方
、

考
え
方
の
変
化
と
、
家
族
や
友
達
の
大
切

さ
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

4
日
目

陸
前
高
田
市
元
教
育
長
の
講
話

　
陸
前
高
田
市
元
教
育
長
の
講
話
で
は
、

大
切
な
人
を
あ
る
日
突
然
失
う
と
い
う
災

害
の
現
実
に
ふ
れ
、
か
け
が
え
の
な
い
一

つ
一
つ
の
命
の
重
さ
を
学
び
ま
し
た
。

▲釜石東中学校との交流（防災教育）（３日目）

お
か
み

つ
な

は

2024年10月15日号 22024年10月15日号3 大野城市役所  〒816-8510 大野城市曙町2-2-1  コールセンター・（代）☎（501）2211  （501）2394 ☎　   市外局番の記載のない場合は全て（092）です。


